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菜箸 15)は先に針葉樹材に強い腐朽性を有するコゲイ.lカイガラクケ (Lenzilesabielina FR･),t=

･1-ノキカイガラクケ (LenzilessubfemcgineaBERK.) 及びモチ1)メ-/タケ (Lenzileslrabca

(PJtE.i.) FR.) の :3種に就いて,それらの増養上の性質を報告したが,今回は針葉樹材に及棒す影響に

就いて,若干の実験･観察結果を報告する.

倫本報告の一部は,林産科学 11,13'太材工業12'及び日本植物病理学会14'等に於て,既に発表した

ものであるが,後更に実験を繰返し紋を補った.

2.被害材の観察

(1) 腐朽部の肉眼的観察

聾者は1946年 9月群馬県桐生市及び全県新田郡笠懸村の山林で, コゲイt]カイガラクケ,tTl〈ノ

キカイガラクケ及びキチリメ-/クケの信書を蒙ったアカマツ,スギ及びtiノキ材を採集したので,それ

らの席朽状態を比較したが,肉眼的には殆んど区別し難い程に酷似していた.これらの菌に よ る材 質

腐朽は一柳 こ潜在的であって菌紬 ま表面に発育せず,子実体も亦容易に形成せられないので,材の内部

が相当Iと腐朽していても,外観は健全なものと何等異らないものが多かった.然し,斯 うしたものも打

診すれば基洞のような濁音を発し,或は打診のために材面が破壊せられて腐朽材質を露出した.材に割

裂部を生ずると,その部分に白色の菌轟が発育充満して薄い暖皮を形成し,やがて子共体を発生する.

被薯材を切断して内部の腐朽状態を見ると腐朽は特に心材部に著しく,その初期に於ては淡黄褐色の変

色郡が飛火状に散在しているが,次第に拡大して不正円形叉は長楕円形となり,更に隣のものと相漆合

して不規則な形となり,その色も黄褐色及至茶褐色を呈するに至った.健全部 との境界は可なり明瞭で

あったが,帯按の形成は認められなかった.文一年輪中でも春材部が主として侵されるので,腐朽の進

むに従い,秋材部が薄片状となって残存した.揖朽の著しく進足したものでは材重商が濃褐色を呈し,

且つ材は収縮して縦枝に亀裂を生じ 乾燥すれば基の臼状の小片に解離した.斯様になった材片は極め

て軽く,指問に挟んで操糾 ま容易に粉化した.

以上のような材質腐朽状態から推察するとコゲイ.lカイガラタケ,ヒ11-ノキカイガラクケ及びキチ

1)メンタケの 3種は何れも F̂ LC】亡4)の所謂 De5truktion を原因し,その腐朽型 は H uTIETtT 8)の

bro-vncul)icalrotに該当し,逸見 5'の亀裂性褐色朽に相当するものと見倣される.

(2) 腐朽部の願横顔的横察

次に同一被害材に就いて,碍朽程度中庸の部分より小片を切 り取り,グ1)セl)-/･アルコールに1週間
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浸潰して軟化せしめた後,厚さ約 10p の切 片 を作 り, H Unr:r:r氏法 7)及 び CAP.TWRIGfrr民法

2'によって二重染色を行い,材組碍内に於ける菌線の行動を硯察した.腐朽材の組擬は褐変し,細胞膜

壁は一般に薄くなっていた.授入荷蒜は諸細胞内を擢志し,或いは細胞孔紋を通過し,叉は歯髄と略同

大の孔を直接細胞膜に穿って貫通し,各細胞間を迷走蔓延していた.菌轟が細胞膜を穿孔して通る際に

は著しく綴れているものが多かった.又肉眼的には未だ殆んど変化の認められない材でも奴徴鏡的には

筒の巨害が認められた.従って外観的に著しい変状の認められるものでは,既に菌轟が広範囲に蔓延し

ていて,材組獄はriJL]'壇に頻しているものと謂ってよかろう.材組織え俊人後の薗課の行動及び偉容を受

けた材組裁細胞の変化は各筒 とも殆んど同じで,樹夜間の差も認められなかった.薗I%は細いものはそ

の幅 0.6FL以下,無色舘状で隔膜 も不明瞭であるが,太いものはその幅 4-5p で淡褐色を帯び,内部

に大きな璃粒体を含み,隔洪部は明瞭で顕著な叩子体を貝えていた.叉菌J%の群別こ, F Î.CK 3'の環

状体と覚しき肥厚した眼鐘状の小体を認め得た.

次にフロ グゝルシソ塩酸法及び亜鉛沃度法により健全なアカマツ及びスギ材の切片を対照に取って,

リグニン反応及びセルロ-ズ反応を検査した結果,被害材は健全材に比し,セル.I-ズ反応は著しく綾

弱であり,中には殆んど現はれないものもあった.反之,T)グェン反応は明瞭に現はれたが,健全材程に

は鮮明でなかった.

3.針真樹材の重量に及ぼす影響

コゲイロカイガラクケ, ヒtlハノキカイガラクケ及びキチリメq/クケの 3種が各種針葉樹材に対 し

て,相等に強い碍朽力を有することは.戸外に於ける置朽状態からしても容易に察知せられるが,その

擁朽カを数量的に現はさんがため,突放室内の調量せられた一定族件の下で,これら 3種の菌を各種

針葉揖材片に接硬し, それら材片の重量に及はす影響を実験した.供試材は7カマツ (Pin18Sdensi-

floraS.eiZ.),カラマツ (ムIYixKaemクferSJt.!tG.), スギ (CrybiomeriajaPoJlicaD.DE'_ll),ヒ

ノチ (Chamaecl/i･arisobiusaEL･D∫一･) 及びサワラ (C･PisiferaEND∫J･)の 5程で,これらの健全

心材部より,成るべく太目の-1定するよう,0_8cm.負,長さ LJFrcm.に切取って,予め絶乾重量を秤量し

た.供試菌は筆者が 19土6年 9月群馬県桐生市で採集した子突棒から分散したものである.実験には蜜

柑皮煎汁宏天増着基を ･3,Jbcc.三角フラスコに約 50cc.宛注入し,殺菌後,供試筒を移隠して 2SoC.の

定泣器内に保った.菌轟が充分発育するを待って,材片を1豊夜蒸溜水に浸漬し,その建設菌を行い,

冷却後,各培養'7ラスコに5侶苑 材片の蔵椎を水平の方向にして培萎基上に並べ,28oC.に150日間

保った.ll;0日経過後,供試材片を取 り出し,表面の薗轟を除去して腐朽状態を璃察し,後再び絶乾重

量を秤丑して,冥験前に於ける夫との差から各材片の重畳減少率を求めた.

培慕三角フラスコ内の薗雲上に材片を並置すれば,一班に菌株は遠かに蔓延して材片を包むが,筒及

び材の種軒によって発育程度が異っていた.材片上での南緯の発育が最も良好であったものはキチ1)メ

ソクケで,ヒp-ノキカイガラダケがこれに次ぎ,コゲイロカイガラク}/が長も悪かった.供託材別に

筒の発育状況を見ると,ヒノキ材片上に於ける発育が最も悪く,サワラそれに次ぎ,此硬的覇韓 の発育

が良好であったのはカラマツ及びアカマツであった.

これら材片の靖朽状態を見ると,コゲイtlカイガラタケによる輯朽は比較的軽微で,た 僅ゞかにカラ

アツ及びアカマツ材の春材部に溝状の凹暗部を生じたのみで,スギ及びサワラ材では肉眼的に著しい変

化が認められず,ヒノキ材は外観全く健全であった.反之,ヒロハノキカイガラクケ及びキチ1)メ-/クケ

を接榎した材片では腎朽が著しく,特にカラマツ及びアカマツ材では全面が潰褐色乃至黒褐色に碍朽し

て,乾燥後亀裂を生じたものが多かった.スギ材では殆んど全面近くが侵されて濃褐色に変り,サワラ材

も材の大半が泣褐色に碍朽したが,倍健全に見える所を残 していた .ヒノキ材では材の一部が汚褐色に

変色 したが,過竿は殆んど健全であった.
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第 1表 針葉樹材の重量に及ぼす供試苗の影響実設結果

表中の数字は供試材5片宛の平均にして軍位はgである

南緯の発育程度 と材片の腐朽との関係を見るに,本実験に於いては,薗課の発育不良なものは材片寄

朽程度も低 く,一般に首謀の発育程度と腐朽とは大体平行する結果を得た .

次に第 1表の結果からしても明らかなように,供試金菌に滑 して最 も耐朽力を示したのはヒノキ材

で, サワラ材がこれに次ぎ, 最も耐朽力の少かったものはカラマツである･_叉 供 試 菌 の 中で腐 朽

カの最 も張かったものはキチ1)メソクケであって, カラマツ材に対七て平均 19.56,0; の重量減少を示

し,ヒt･-ノキカイガラクケ (平均 17.6生%) がこれに次いで腐朽力が大きく,コゲイT]カイガラクケ

は最も弱く,その重量減少率はZP均 10.1t,0,% であった.キチ1)メソクケはカラマツ材を最も激しく,吹

いでスギ,アカマツ,サワラ,ヒノキの順に各材片を侵したが,コゲイロカイガラクケ及びヒロハノキ

カイガラタケではアカマツ材に対する浸票がスギ材に対する夫よりも優っていた.この結果は筆者12'

が先に報告した処と轄一致してをり,逸見6'がキチ 1)メ-/クケに就いて,又北島10'がコゲイロカイガ

ラクケ及びヒロハノキカイガラク}/に就いて報告した処とも一致している.供託菌が形態的に極めて近

似の種に属してをるにか 1はらず,斯様に異った寄生選択性を有することは興姥ある問題である.

4.針葉樹材の成分に及ぼす影響

コゲイtlカイガラクケ,ヒロハノキカイガラクケ及びキチリメンタケがそれぞれ針葉硯材を侵誓した

場合,材の成分に如何なる影響を及はすものであるかを明らかにせんとして次の実験を行った.先ずこれ

ら各宙の侵害を蒙ったアカマツ及びスギ材に就いて,腐朽の比較的客観な部分及び著 しく進展した部分

とを選んで鋸屑とし,更に-ン下ミルで粉砕して 1O0-80メッシュの粉末試料を作 り,西田民法 16'に
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従い,衣分出に冷水,温水,1% 苛性ソ-ダ及びアルコ-ル･ベンゼン各抽出軌 べ-/トーザン,金蔵維

責及び 1)ダニ-/の 8項目に亘って定量分析を行った .実験は 4回宛反覆冥施 したが,その結果の総平

均を示せば第 2表の通 りである.

第 2表 スギ及びアカマツ材の成分に及ぼす供試菌の影響実験結果

表中の数字は乾均に対す る/oiである

次に庸朽の過程による材成分の変化を今少し明らかにせんとして,キチリメソクケを一定期間(60日,

1'2OH,180日,qAO日,30O日,360Ei)接種 して腐朽せしめたフカマツ材片を試料 とし, 同一方法によ

り冷水,温水,1% 苛性ソーダ及びアルコ-ル･ベンゼ-/各抽出軌 金紋稚素,a,β,γ各按 推 素及び

1)グニンの 9項馴こ就いて分析を行い,その平均値を比較した .実験は /1同宛反窺したが,その結果

は第 3表に示す通 りである.

第 3表 アカマツ勅の成分に及ぼすキチl)メyタ'/-の影響実験結果

冷 水 抽 出 物 l 3･11

泣 71( 抽 出 物

1,%'苛性 ソーダ拙田物

アルコール･ベンゼ ン
抽 出 物

金 紙 結 末

a 蓑説 経 采

β 拭 掟 莱

γ 繊 維 素

リ グ ニ ン

120 1 180

8.75 1 15.00

6.44

12.46

22.00

8.26

46.72

9.40 1 12.77

15.62

29.81

ll.91

42.24

29.33 [ 25.94

1 6.19 ! 21.85

37.87

20.08

12.26

553

32.34

表 中の数字は乾物に対する,oiであ る

これら両表からして明らかなように,材成分の変化は各嵐 各材 とも殆んど同様の結果を示 し,供試
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菌鼓に供試材の径深によっての差異は全く認められなかった.冷水,温水,1% 苛性ソーダ及びアルコ

-)I,･ベンゼンの各抽出物は腐朽材が健全材に敬べて常に多く,且つ腐朽の進展に従って益々増加 を示

した.抽出物中常に最大を示したものは1%苛性ソ-ダ抽出物であって,汲水抽出物,ブルコ-ル･べ-/

ゼン抽出物がこれに次ぎ,冷水抽出物が最少であった.次にベント-ザ-/及び金蔵詮索は腐朽の進展 と

共に減少し,リグニンはこれらと相対的に増加を示した.叉キチl)メンタケ援種アカマツ材の分析結果

では,金蔵維素の申,a及び γ識総菜が著しく減少を来し,β放椎素は逆に増加を示した.

以上の実験結果は先にB:1.All1',CAさrPBll=LL9) 等が褐色腐朽に就いて示した処と全く一致してをり,こ

の結果からしても供試 3菌が F,lLCh-4'のDestrukt呈onspilzeに屈することは明らかである.

5.摘 要

1.本論文はコゲイ｡カイガラクケ,ヒp-ノキカイガラクケ及びキチリメンクケめ3種による針

葉樹材の腐朽に就いて,実験した結果を報告したものである.

2･ これら 3種の臣事を受けた針葉揖材では,心材部が著しく腐朽せられた.腐朽部旺健全部に比し

て著しく濃褐色 となり,腐朽の甚だしく進展したものでは,材は脆い茨質と化し,乾燥すれば材に亀裂

を生じて容易に指問で粉化することが出来た.その欝朽型はHuT!ERTのbrowIICllb;catrotに該当し,追

見の亀裂性褐色朽に相当するものと見徹された.

3･被害材質内に於u'る菌諒は材質各部の細胞院を直接貫通し,又は細胞孔紋を通過して迷走蔓延 し

ていた･顧徴化学的冥験の結果も亦,これら3種がセル.I-ズ溶解菌に屈することを明白に示していた.

4･ アカマツ,カラマツ,スギ,ヒノキ,サワラ等 5種の針葉樹材に対する腐朽カを 28oC.下に於て

冥験した結鼎,腐朽カの最も張かったのはキチリメックケで,ヒロハノキカイガラタケがこれに次ぎ,

コゲイロカイガラクケが最も弱かった.供試材の耐朽力はヒノキ及びサワラ材が眠く,カラマツ材が最

も弱かった.

tlI･ これら 3種の菌の侵署を受けたアカマツ及びスギ材,蛙にキチリメンタケを接種して圏朽せしめ

た7カマツ材に就いて,材成分の変化を分析した結果,各種抽出物は健全材に敬ペて多く,叉腐朽の進

展と共に増加を示し,就中 1%苛性ソ riダ抽出物が常に最も多かった.ペンヤーザン及び金蔵椎葉は腐

朽の進むに従い,次第に減少し,1)グエソは逆に増加を示した.この結果からしてもこれら 3種の菌が

セルローズ溶解宙に屈することは明らかである.
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thecelllVallsblltalsootI栂nCtratillgthemthroughthcborehollS.瓦Iicrochemicaltestsilldicated

alsotIlatthcLq!thrccflrrlgiarctol光Classifid asbelongillgtOthegrollPOfcLlllulose-dis501vihg

fullgi.

4.Dllrftbility-testslVerCr瓜deon thehcal･トWoodsoffiveconifcrollStreesSllChasPz'nus

den･gifloyaS.e17J.,LarlxKaem♪feyS_､RG.,CYyPiomeriajabo7u'caD.DoN,ChamaecyParl.g

oblzESaEyf,h fuld C.?isife7･aEA.r'L･tOthc5Cthl･CefungiuTlderthecolltrOlll?d laboratory

conditions.ln thcscte主tSLenziiesLrabea(Pl.:Tt､.) F iも.ShoIVed thestroIlge5tVirulence.es-

pec]'allyuponLarixKaem♪feyS.lrLG.alldPi12uSdensifZoraS･elZ･andL.abieliZuZF･t･

hd the IVCake.qt.Thetest-blocksofChamaecyparisoblusaE_wr..au° C.pib･ifeyaE_ll川..

Sbwcd tllCmostrC5ista71cctOdccay 三m(itho.ltCOfLarlxkaempferS.､P.,:.sho､vcllinsLlriouS

decay-<.

5. Tnordertool)双rVCtheeffectofdecayollthechemicalc･,mrnsitionsofPz.21"Sde71Siflo7･a

S.eiA.andCry♪io77leriaj3907ulcaD.Doy,thechemicalcxprimelltSIVCreCiLrriedout.rllhc

writerfoutl(iamaTkcddccrLl三相 illCelllll.oSeanl11℃iltOS皿Ian(ianincrcast3illligl血 .qnd1% yaOII

cxtmct.JudghlgfromthercSllltsofthisc_717Crimentthe､ⅤritercametotlleCOnClusiollthatthcsc
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